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◎
表
彰
状

（
敬
称
略
）

植
田

芳
雄
（
昭
島
市
）

古
馬

一
行
（
世
田
谷
区
）

岡
部

晴
夫
（
昭
島
市
）

石
川

善
朗
（
立
川
市
）

水
村

豊

（
昭
島
市
）

鈴
木

正
一
（
立
川
市
）

小
林

盛
利
（
あ
き
る
野
市

池
田

秀
昭
（
西
東
京
市
）

秋
川
地
区
）

小
山

茂
夫
（
東
久
留
米
市
）

古
山

進

（
あ
き
る
野
市

佐
藤

嘉
正
（
東
久
留
米
市
）

五
日
市
）

田
中
勢
津
子
（
東
村
山
市
）

田
嶋

信
三
（
あ
き
る
野
市

小
林

徹

（
日
野
市
）

五
日
市
）

佐
藤

昌
子
（
日
野
市
）

大
山
千
代
子
（
板
橋
区
）

遠
藤

泰
夫
（
日
の
出
町
）

竹
内

捷
郎
（
板
橋
区
）

平
坂

勝
利
（
福
生
市
）

杉
本

儀
昭
（
国
立
市
）

細
谷

幸
次
（
福
生
市
）

増
田
百
合
子
（
小
平
市
）

小
峰

光
弘
（
武
蔵
野
市
）

岸
野

実

（
杉
並
区
）

◎
感
謝
状

（
敬
称
略
）

株
式
会
社

共
同
観
光
バ
ス

（
西
東
京
市
防
衛
協
会
）
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東京都防衛協会東京都防衛協会
○
東
京
都
防
衛
協
会
は
、
区
市
町
村
の

民
間
の
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地

区
協
会
を
中
心
に
、
昭
和
41
年
３
月

に
結
成
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で
す
。

○
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
」
の
気

概
を
も
っ
て
、
広
く
都
民
の
間
に
防

衛
意
識
の
普
及
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
激
励
支
援
し
て
そ
の

充
実
発
展
に
寄
与
す
る
よ
う
な
広
範

な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

○
会
報
紙
「
東
京
都
防
衛
協
会
会
報
」

を
発
行
し
、
協
会
や
部
隊
・
自
衛
隊

の
活
動
を
紹
介
し
、
都
民
と
自
衛
隊

の
間
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞
の
皆
様

表
彰
状
・
感
謝
状
受
賞
の
皆
様

東
京
都
防
衛
協
会
女
性

部
会
（
会
長

江
上
栄
子
）

は
７
月
14
日
、
会
員
等
40

名
の
参
加
を
得
て
、
航
空

自
衛
隊
横
田
基
地
を
研
修

し
ま
し
た
。

研
修
は
午
前
10
時
20
分

か
ら
始
ま
り
、
航
空
総
隊

司
令
部
庁
舎
会
議
室
で
、

作
戦
シ
ス
テ
ム
運
用
隊
司

令
兼
ね
て
横
田
基
地
司
令
・

鎌
田
修
一
１
等
空
佐
か
ら

「
航
空
自
衛
隊
と
横
田
基

地
の
概
要
」
に
つ
い
て
お

話
を
頂
き
ま
し
た
。

「
尖
閣
諸
島
周
辺
に
お

け
る
中
国
機
の
領
空
侵
犯

へ
の
対
応
や
北
朝
鮮
弾
道

ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
応
な
ど

航
空
自
衛
隊
の
任
務
の
厳

し
い
現
状
」

に
続
い
て

「
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め

に
は
日
本
の
防
空
・
ミ
サ

イ
ル
防
衛
に
関
す
る
日
米

司
令
部
の
連
携
強
化
が
必

要
で
あ
り
、
５
年
前
に
在

日
米
空
軍
横
田
基
地
（
在

日
米
軍
司
令
部
、
在
日
米

空
軍
司
令
部
が
所
在
）
内

に
空
自
横
田
基
地
が
開
設

さ
れ
、
空
自
部
隊
の
運
用

を
司
る
航
空
総
隊
司
令
部

及
び
関
係
部
隊
が
移
転
し

た
」
、
「
日
米
連
携
の
要

は
“
情
報
と
マ
イ
ン
ド
の

連
携
”
で
あ
り
、
マ
イ
ン

ド
の
分
野
で
基
地
司
令
と

し
て
お
花
見
や
日
米
友
好

祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
日
米
隊
員
の
交
流
に

努
力
し
て
い
る
」
な
ど
の

貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
は
、
米
軍
食
堂
で

バ
イ
キ
ン
グ
料
理
で
し
た

が
、
シ
ー
フ
ー
ド
の
日
と

い
う
こ
と
で
、
“
カ
ニ
”

も
食
べ
放
題
、
皆
さ
ん
大

満
足
で
し
た
。

昼
食
後
は
、
本
研
修
の

最
後
で
あ
る
米
軍
基
地
の

研
修
で
し
た
が
、
面
積
約

７
０
０
万
㎡
、
外
周
約
14

㎞
、
５
市
１
町
に
隣
接
す

る
と
い
う
広
大
な
基
地
を

車
窓
か
ら
、
隊
員
の
説
明

を
聞
き
つ
つ
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

本
研
修
間
、
温
か
い
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
鎌
田

司
令
は
じ
め
作
戦
シ
ス
テ

ム
運
用
隊
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
日
は
、
第
52
回
定

期
総
会
に
ご
参
集
頂
き

誠
に
有
難
う
御
座
い
ま

す
。今

年
２
月
に
創
立
50

周
年
の
記
念
式
典
を
催

し
ま
し
た
が
、
次
の
50

年
に
向
か
っ
て
の
活
動

に
つ
き
ま
し
て
ご
審
議

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
本
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
皆
様
よ
く
ご
承

知
の
よ
う
に
非
常
に
不

安
定
で
す
が
、
ま
た
こ

の
猛
烈
な
暑
さ
の
中
、

自
衛
隊
の
皆
様
に
は
日

夜
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張
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す
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す
。
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お
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の
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こ
れ

か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
は
昨

年
度
の
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
、
今
年
度

の
事
業
計
画
、
収
支
予

算
、
役
員
人
事
、
理
事

選
出
基
準
に
つ
き
審
議

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
に
は
闊
達
な
ご

審
議
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

本
日
は
、
第
52
回
定

期
総
会
に
ご
参
集
頂
き

誠
に
有
難
う
御
座
い
ま

す
。今

年
２
月
に
創
立
50

周
年
の
記
念
式
典
を
催

し
ま
し
た
が
、
次
の
50

年
に
向
か
っ
て
の
活
動

に
つ
き
ま
し
て
ご
審
議

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
本
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
皆
様
よ
く
ご
承

知
の
よ
う
に
非
常
に
不

安
定
で
す
が
、
ま
た
こ

の
猛
烈
な
暑
さ
の
中
、

自
衛
隊
の
皆
様
に
は
日

夜
頑
張
っ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

自
衛
隊
を
応
援
す
る
民

間
の
団
体
と
し
て
、
東

京
都
防
衛
協
会
は
こ
れ

か
ら
も
し
っ
か
り
と
自

衛
隊
を
支
え
て
い
く
、

そ
し
て
国
民
の
防
衛
意

識
の
高
揚
に
努
め
て
い

く
、
と
い
う
こ
と
が
役

目
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

役
目
を
遂
行
し
て
い
く

う
え
で
、
皆
様
方
の
お

力
添
え
、
ご
支
援
が
私

ど
も
の
活
動
の
基
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
こ
れ

か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

本
日
の
総
会
で
は
昨

年
度
の
事
業
報
告
、
収

支
決
算
報
告
、
今
年
度

の
事
業
計
画
、
収
支
予

算
、
役
員
人
事
、
理
事

選
出
基
準
に
つ
き
審
議

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
に
は
闊
達
な
ご

審
議
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

佃

会
長
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（
要
旨
）

佃
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午後４時から会員及びご来賓

等１３０名の聴講者を前に、元

中国防衛駐在官で現在、笹川平

和財団研究員の小原凡司氏によ

る講演が行われました。 テー

マは「東アジアにおけるゲ－ム・

チェンジ」で、激変する東アジ

アの安全保障環境について写真

等で根拠を示しながら具体的に

説明されました。特に、中国の

軍事力の増強、海洋・宇宙戦略、

米中衝突の可能性、わが国の取

るべき戦略等について専門的な

観点からアドバイスを頂きまし

た。聴衆の皆さんは報道等には

ない新鮮で深い内容に思わず頷

いていました。

午後４時から会員及びご来賓

等１３０名の聴講者を前に、元

中国防衛駐在官で現在、笹川平

和財団研究員の小原凡司氏によ

る講演が行われました。 テー

マは「東アジアにおけるゲ－ム・

チェンジ」で、激変する東アジ

アの安全保障環境について写真

等で根拠を示しながら具体的に

説明されました。特に、中国の

軍事力の増強、海洋・宇宙戦略、

米中衝突の可能性、わが国の取

るべき戦略等について専門的な

観点からアドバイスを頂きまし

た。聴衆の皆さんは報道等には

ない新鮮で深い内容に思わず頷

いていました。

防衛講演「激変する東アジアの安全保障環境」防衛講演「激変する東アジアの安全保障環境」

講演中の小原凡司氏講演中の小原凡司氏

受賞の皆様（中央 佃 会長）受賞の皆様（中央 佃 会長）

東
京
都
防
衛
協
会
は
、

８
月
４
日
、
練
馬
駐
屯

地
に
お
い
て
第
１
音
楽

隊
を
研
修
し
ま
し
た
。

会
員
の
ほ
か
、
東
京
地

本
が
募
集
し
た
入
隊
希

望
者
も
加
わ
り
、
盛
大

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
長
尾
広
報

班
長
が
師
団
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
、
じ
後
音

楽
隊
の
演
奏
に
移
行
し

ま
し
た
。
震
災
復
興
を

テ
ー
マ
に
小
川
隊
長
の

経
験
談
、
「
花
は
咲
く
」

な
ど
の
被
災
地
応
援
の

曲
を
次
々
と
演
奏
し
て

頂
き
、
忘
れ
か
け
て
い

た
熱
い
も
の
を
目
覚
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
命
救
助

訓
練
の
展
示
、
災
害
派

遣
関
連
装
備
品
の
展
示
、

車
両
の
体
験
試
乗
を
研

修
、
最
後
に
、
隊
員
ク

ラ
ブ
で
師
団
三
役
、
東

京
地
本
長
、
在
練
馬
部

隊
長
等
と
の
意
見
交
換

会
を
和
気
あ
い
あ
い
と

行
い
、
今
年
度
最
初
の

研
修
を
成
功
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

隊
務
多
忙
の
中
、
支

援
を
し
て
頂
い
た
隊
員

の
皆
様
に
、
心
か
ら
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

常
任
理
事

湖
﨑

隆

東
京
都
防
衛
協
会
は
、

８
月
４
日
、
練
馬
駐
屯

地
に
お
い
て
第
１
音
楽

隊
を
研
修
し
ま
し
た
。

会
員
の
ほ
か
、
東
京
地

本
が
募
集
し
た
入
隊
希

望
者
も
加
わ
り
、
盛
大

な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
長
尾
広
報

班
長
が
師
団
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
、
じ
後
音

楽
隊
の
演
奏
に
移
行
し

ま
し
た
。
震
災
復
興
を

テ
ー
マ
に
小
川
隊
長
の

経
験
談
、
「
花
は
咲
く
」

な
ど
の
被
災
地
応
援
の

曲
を
次
々
と
演
奏
し
て

頂
き
、
忘
れ
か
け
て
い

た
熱
い
も
の
を
目
覚
め

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
人
命
救
助

訓
練
の
展
示
、
災
害
派

遣
関
連
装
備
品
の
展
示
、

車
両
の
体
験
試
乗
を
研

修
、
最
後
に
、
隊
員
ク

ラ
ブ
で
師
団
三
役
、
東

京
地
本
長
、
在
練
馬
部

隊
長
等
と
の
意
見
交
換

会
を
和
気
あ
い
あ
い
と

行
い
、
今
年
度
最
初
の

研
修
を
成
功
裡
に
終
了

し
ま
し
た
。

隊
務
多
忙
の
中
、
支

援
を
し
て
頂
い
た
隊
員

の
皆
様
に
、
心
か
ら
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

常
任
理
事

湖
﨑

隆

国内で初めて開発された超音速ジェッ
ト戦闘機「F－１」の前で記念撮影
国内で初めて開発された超音速ジェッ
ト戦闘機「F－１」の前で記念撮影

総
会
行
事
は
、
総
会
及
び
表
彰
式
、

講
演
会
、
懇
親
会
の
三
部
に
分
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
始
ま

り
、
国
歌
斉
唱
、
会
員
物
故
者
・
殉

職
自
衛
隊
員
に
対
す
る
黙
と
う
を
捧

げ
た
の
ち
佃
会
長
か
ら
「
次
の
50
年

に
向
け
て
の
活
動
に
つ
い
て
闊
達
な

ご
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
決
意

を
新
た
に
す
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
澤
山
理
事
長
を
議
長
と

し
て①

平
成
28
年
度
事
業
報
告
（
案
）

及
び
収
支
決
算
書
（
案
）

②
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

③
役
員
人
事
（
案
）

④
理
事
選
出
基
準
（
案
）

の
諸
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
本
年
度
の
各
種

事
業
並
び
に
会
勢
の
拡
大
及
び
そ
の

た
め
の
事
務
局
態
勢
の
強
化
を
図
る

諸
施
策
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

新
た
な
50
年
に
向
け
て
の
活
動
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

続
い
て
協
会
の
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
会
員
及
び
協
力
者
に
対
し
て
表
彰

状
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

（
午
後
４
時
か
ら
の
小
原
凡
司
氏

に
よ
る
防
衛
講
演
に
つ
い
て
は

下
面
右
側
に
記
載
し
ま
し
た
。
）

午
後
５
時
20
分
か
ら
、
佐
藤
正
久

参
議
院
議
員
（
当
協
会
相
談
役
）
、

尾
上
定
正
航
空
自
衛
隊
補
給
本
部
長
、

藤
岡
登
志
樹
第
１
師
団
副
師
団
長
は

じ
め
多
数
の
自
衛
隊
幹
部
及
び
協
力

団
体
長
等
の
ご
出
席
を
得
て
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宴
半
ば
に
は
日
野
市
防
衛
協
会
の

土
方
尚
功
会
長
の
手
品
が
披
露
さ
れ

る
な
ど
和
気
藹
々
の
裡
に
懇
親
の
輪

が
広
が
り
、
中
島
幹
夫
副
会
長
（
昭

島
市
防
衛
協
会
会
長
）
の
中
締
め
を

も
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
行
事
は
、
総
会
及
び
表
彰
式
、

講
演
会
、
懇
親
会
の
三
部
に
分
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
始
ま

り
、
国
歌
斉
唱
、
会
員
物
故
者
・
殉

職
自
衛
隊
員
に
対
す
る
黙
と
う
を
捧

げ
た
の
ち
佃
会
長
か
ら
「
次
の
50
年

に
向
け
て
の
活
動
に
つ
い
て
闊
達
な

ご
審
議
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
決
意

を
新
た
に
す
る
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
澤
山
理
事
長
を
議
長
と

し
て①

平
成
28
年
度
事
業
報
告
（
案
）

及
び
収
支
決
算
書
（
案
）

②
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
収
支
予
算
書
（
案
）

③
役
員
人
事
（
案
）

④
理
事
選
出
基
準
（
案
）

の
諸
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
も
っ
て
、
本
年
度
の
各
種

事
業
並
び
に
会
勢
の
拡
大
及
び
そ
の

た
め
の
事
務
局
態
勢
の
強
化
を
図
る

諸
施
策
が
遂
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

新
た
な
50
年
に
向
け
て
の
活
動
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

続
い
て
協
会
の
活
動
に
貢
献
さ
れ

た
会
員
及
び
協
力
者
に
対
し
て
表
彰

状
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

（
午
後
４
時
か
ら
の
小
原
凡
司
氏

に
よ
る
防
衛
講
演
に
つ
い
て
は

下
面
右
側
に
記
載
し
ま
し
た
。
）

午
後
５
時
20
分
か
ら
、
佐
藤
正
久

参
議
院
議
員
（
当
協
会
相
談
役
）
、

尾
上
定
正
航
空
自
衛
隊
補
給
本
部
長
、

藤
岡
登
志
樹
第
１
師
団
副
師
団
長
は

じ
め
多
数
の
自
衛
隊
幹
部
及
び
協
力

団
体
長
等
の
ご
出
席
を
得
て
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宴
半
ば
に
は
日
野
市
防
衛
協
会
の

土
方
尚
功
会
長
の
手
品
が
披
露
さ
れ

る
な
ど
和
気
藹
々
の
裡
に
懇
親
の
輪

が
広
が
り
、
中
島
幹
夫
副
会
長
（
昭

島
市
防
衛
協
会
会
長
）
の
中
締
め
を

も
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、
７
月
３

日
午
後
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
第
52
回
定
期

総
会
行
事
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
の
活
動
に
向
け

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

東
京
都
防
衛
協
会
（
会
長

佃

和
夫
）
は
、
７
月
３

日
午
後
、
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
第
52
回
定
期

総
会
行
事
を
開
催
し
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
の
活
動
に
向
け

て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

新
た
な
五
十
年
に
向
か
っ
て
始
動
！

新
た
な
五
十
年
に
向
か
っ
て
始
動
！定期総会の冒頭、挨拶する佃 会長定期総会の冒頭、挨拶する佃 会長

熱演中の土方日野市会長（中央）熱演中の土方日野市会長（中央）

熱いものがこみ上げてきた第１音楽隊研修！！熱いものがこみ上げてきた第１音楽隊研修！！

手術野外システム（車両）の内部手術野外システム（車両）の内部

人命救助訓練人命救助訓練



第
１
師
団
（
師
団
長

柴

田
陸
将
）
は
７
月
11
日
か

ら
19
日
ま
で
の
間
、
東
富

士
、
相
馬
原
及
び
関
山
演

習
場
に
お
い
て
、
第
１
戦

車
大
隊
（
大
隊
長

池
田
２

佐
）
、
第
１
偵
察
隊
（
隊

長

田
辺
２
佐
）
、
第
１
音

楽
隊
（
隊
長

小
川
１
尉
）

の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、

教
育
訓
練
の
成
果
を
評
価

し
、
そ
の
進
歩
向
上
を
促

し
た
。

１
戦
大
は
偵
察
警
戒
部

隊
と
し
て
約
１
１
０
㎞
の

車
両
行
進
に
引
き
続
き
東

富
士
隘
路
に
お
い
て
数
線

の
陣
地
を
利
用
す
る
抵
抗

に
よ
り
遅
滞
戦
闘
を
実
施

し
、
敵
部
隊
の
侵
攻
を
遅

滞
さ
せ
る
と
と
も
に
後
退

後
は
師
団
予
備
と
し
て
行

動
し
、
主
戦
闘
地
域
に
対

す
る
逆
襲
戦
闘
を
行
っ
た
。

１
偵
は
約
３
０
０
㎞
の

車
両
行
進
の
後
、
広
域
に

わ
た
る
監
視
網
を
構
成
し
、

師
団
長
の
状
況
判
断
及
び

決
心
に
必
要
な
情
報
収
集

に
よ
り
師
団
の
任
務
達
成

に
寄
与
し
た
。

１
音
は
約
25
㎞
の
徒
歩

行
進
に
引
き
続
き
師
団
司

令
部
付
隊
に
配
属
さ
れ
、

師
団
指
揮
所
警
備
区
域
の

一
部
を
担
任
し
敵
遊
撃
部

隊
を
阻
止
・
拘
束
す
る
等
、

陣
地
防
御
間
、
指
揮
所
警

備
を
遂
行
し
た
。

５
月
５
日
か
ら
26
日
ま

で
の
間
、
豪
州
ビ
ク
ト
リ

ア
州
パ
ッ
カ
パ
ン
ニ
ャ
ル

訓
練
場
で
実
施
さ
れ
た
、

年

次
国

際

射
撃

競

技

会

（
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｍ
17
）
に
、

１
普
連
本
管
中
隊

繁
田

２
曹
及
び
塩
見
３
曹
が
正

要
員
と
し
て
参
加
し
、
繁

田
２
曹
が
狙
撃
グ
ル
ー
プ

総
合
２
位
、
塩
見
３
曹
が
、

国
際
マ

ッ

チ
グ
ル

ー

プ

（
小
銃
、
機
関
銃
及
び
拳

銃
の
総
合
）
で
陸
上
自
衛

隊
過
去
最
高
順
位
の
総
合

２
位
の
成
績
を
収
め
、
６

月
16
日
、
師
団
長
に
報
告

を
行
っ
た
。

繁
田
２
曹
は
「
日
本
人

の
誇
り
を
胸
に
謙
虚
な
中

に
も
芯
を
持
ち
、
活
躍
で

き
れ
ば
と
考
え
Ａ
Ａ
Ｓ
Ａ

Ｍ
に
参
加
し
た
。

今
後
は
今
競
技
会
で
修
得

し
た
技
術
の
継
承
が
重
要

と
認
識
し
て
い
る
」
と
感

想
を
話
し
た
。

塩
見
３
曹
は
「
大
会
で

は
、
練
成
時
か
ら
起
床
～

射
撃
～
就
寝
ま
で
を
ル
ー

テ
ィ
ン
化
し
た
の
で
、
特

に
緊
張
す
る
こ
と
な
く
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
気
持
ち

で
射
撃
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
た
。

練
馬
駐
屯
地
（
司
令

第

１
師
団
副
師
団
長
）
は
７

月
26
日
、
駐
屯
地
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
納
涼
祭
を
実

施
し
た
。

当
日
は
降
雨
の
心
配
も

あ
っ
た
が
、
祭
り
開
催
中

は
好
天
に
恵
ま
れ
昨
年
比

７
千
人
増
の
地
域
住
民
等

約
１
万
６
千
人
が
訪
れ
た
。

祭
り
は
音
楽
隊
の
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
で
始
ま
り
、

地
域
住
民
と
隊
員
に
よ
る

盆
踊
り
や
地
元
北
町
の
３

つ
の
連
と
１
後
支
連
が
参

加
し
た
阿
波
踊
り
の
ほ
か

山
形
県
人
会
に
よ
る
花
笠

音
頭
や
各
部
隊
対
抗
に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

が
行
わ
れ
昨
年
と
は
違
う

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
花
火
大

会
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

る
打
ち
上
げ
花
火
や
ナ
イ

ア
ガ
ラ
の
仕
掛
け
花
火
に

よ
り
、
来
場
者
か
ら
大
歓

声
が
沸
き
あ
が
り
、
納
涼

祭
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
た
。

（
師
団

広
報
班
）

東
京
地
本
北
地
域
事
務

所
は
、
７
月
16
日
、
中
板

橋
商
店
街
で
開
催
さ
れ
た

「
第
22
回
な
か
い
た
へ
そ

祭
り
」
に
広
報
ブ
ー
ス
を

開
設
し
た
。

「
な
か
い
た
へ
そ
祭
り
」

は
、
中
板
橋
が
板
橋
区
の

ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

「
板
橋
の
３
大
祭
」
に
あ

げ
ら
れ
る
祭
り
で
、
お
腹

に
夫
々
好
き
な
顔
を
書
き
、

笠
を
被
っ
て
歩
き
な
が
ら

踊
る
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り
が

特
徴
の
祭
り
で
あ
る
。

開
会
挨
拶
に
先
立
ち
自

衛
隊
ラ
ッ
パ
手
の
ラ
ッ
パ

吹
奏
が
行
わ
れ
、
隊
員
の

高
い
練
度
の
吹
奏
と
、
北

地
域
事
務
所
先
任
広
報
官

の
ユ
ニ
ー
ク
な
司
会
が
相

ま
っ
て
、
祭
り
の
盛
り
上

が
り
に
大
い
に
寄
与
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、

広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
熊
本

地
震
及
び
御
嶽
山
に
お
け

る
災
害
派
遣
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
や
制
服
等
の
試
着

を
行
う
と
と
も
に
、
第
１

普
通
科
連
隊
第
２
中
隊
の

支
援
を
受
け
て
、
偵
察
用

オ
ー
ト
バ
イ
の
展
示
及
び

記
念
撮
影
等
を
実
施
し
た
。

来
場
者
の
多
く
は
家
族
連

れ
で
あ
り
、
自
衛
隊
広
報

ブ
ー
ス
に
も
幼
児
、
小
学

生
が
多
く
訪
れ
た
。
特
に

ミ
ニ
制
服
の
試
着
と
偵
察

用
オ
ー
ト
バ
イ
と
の
記
念

撮
影
が
人
気
で
あ
っ
た
。

北
地
域
事
務
所
は
、
熱

意
と
誠
意
を
持
っ
て
広
報

活
動
に
尽
力
し
、
地
域
と

の
絆
及
び
自
衛
隊
へ
の
信

頼
の
更
な
る
深
化
を
図
る

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

世
田

谷

募
集

案

内

所

（
所
長

高
橋
３
等
空
佐
）

は
、
少
子
化
や
民
間
の
採

用
拡
大
等
の
厳
し
い
募
集

環
境
と
、
学
生
の
就
職
活

動
に
関
す
る
動
き
が
年
々

早
ま
る
状
況
に
対
応
し
、

学
生
に
早
く
か
ら
、
自
衛

隊
を
将
来
の
職
業
の
一
選

択
肢
と
し
て
認
識
し
て
貰

う
こ
と
を
目
指
し
、
積
極

的
に
部
外
に
お
け
る
出
前

授
業
を
実
施
し
て
い
る
。

話
す
内
容
も
様
々
で
、

６
月
24
日
（
土
）
に
東
京

都
市
大
学
附
属
中
学
校
で

「
業
（
わ
ざ
）
あ
り
先
生
」

の
講
演
を
行
っ
た
。
進
路

選
択
に
悩
む
中
学
３
年
生

に
、
今
、
勉
強
す
る
こ
と

の
意
味
や
、
進
路
選
択
で

迷
え
る
だ
け
の
環
境
に
あ

る
こ
と
の
有
難
さ
、
将
来

の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
等
を

語
り
、
熱
心
に
聞
き
入
る

学
生
か
ら
は
、
「
一
つ
一

つ
の
言
葉
が
、
物
凄
く
こ

こ
ろ
に
響
き
ま
し
た
。
今

ま
で
漫
然
と
過
ご
し
て
き

た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は

勉
強
も
部
活
も
一
々
を
大

切
に
、
精
一
杯
頑
張
ろ
う

と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
」
と
前
向
き
な
反

応
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

６
月
30
日
に
国
士
舘
大

学
政
経
学
部
で
実
施
し
た

キ
ャ
リ
ア
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

で
は
、
１
～
２
学
年
の
政

経
学
部
公
務
員
基
礎
講
座

履
修
者
の
約
１
５
０
名
に

対
し
、
危
機
管
理
と
自
衛

隊
の
関
係
性
及
び
自
衛
官

の
仕
事
に
つ
い
て
、
そ
し

て
将
来
の
就
職
活
動
を
見

据
え
て
、
今
の
学
生
の
時

期
に
心
掛
け
て
置
き
た
い

こ
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を

話
し
た
。
。

講
演
終
了
時
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
85
％
超
の

学
生
か
ら
、
講
演
に
関
し

て
非
常
に
好
印
象
を
受
け

た
と
い
う
評
価
を
頂
く
と

同
時
に
、
「
自
衛
隊
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
、
考
え
方

が
大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た
。
」

「
自
衛
官
を
将
来
の
職
業

の
選
択
肢
と
し
て
真
剣
に

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

等
、
多
数
の
前
向
き
な
反

応
を
得
る
こ
と
も
出
来
た
。

世
田
谷
募
集
案
内
所
は

今
回
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
じ
、
将
来
的
に
自
衛

隊
を
志
し
て
く
れ
る
人
が

１
人
で
も
増
え
る
よ
う
広

報
活
動
を
実
施
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

第
１
師
団
（
師
団
長

柴
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内
所
は

今
回
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
じ
、
将
来
的
に
自
衛

隊
を
志
し
て
く
れ
る
人
が

１
人
で
も
増
え
る
よ
う
広

報
活
動
を
実
施
し
て
い
く

と
し
て
い
る
。

（
東
京
地
方
協
力
本
部
）

（２） 東京都防衛協会会報（６号） 平成２９年１０月１日（２） 東京都防衛協会会報（６号） 平成２９年１０月１日

立
川
駐
屯
地
は
、
東
京

都
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛

隊
唯
一
の
飛
行
場
を
有
す

る
駐
屯
地
で
す
。

国
営
昭
和
記
念
公
園
に

隣
接
し
た
緑
豊
か
な
駐
屯

地
に
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
保
有
す
る
東
部
方
面
航

空
隊
を
は
じ
め
８
個
の
部

隊
が
駐
屯
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
隊
が
東
部
方

面
区
の
防
衛
・
防
災
の
た

め
、
即
応
態
勢
を
保
持
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
南
関
東
地
域
に
お

け
る
災
害
応
急
対
策
活
動

の
拠
点
で
あ
る
立
川
広
域

防
災
基
地
の
中
核
施
設
と

し
て
、
首
都
圏
の
防
災
活

動
を
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

同
防
災
基
地
に
は
警
察
、

消
防
の
ほ
か
、
海
上
保
安

庁
や
国
立
病
院
機
構
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
様
々

な
施
設
が
集
約
さ
れ
て
お

り
、
大
規
模
災
害
時
に
お

け
る
人
員
・
物
資
の
緊
急

輸
送
の
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
当
駐
屯
地
で
は
過

去
の
災
害
の
教
訓
を
反
映

し
、
海
上
・
航
空
自
衛
隊

の
み
な
ら
ず
、
警
察
や
消

防
な
ど
省
庁
の
垣
根
を
越

え
た
共
同
訓
練
を
継
続
的

に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

駐
屯
地
の
行
事
と
し
て
、

毎
年
秋
に
駐
屯
地
を
一
般

開
放
し
て
「
立
川
防
災
航

空
祭
」
を
開
催
し
、
地
域

の
方
々
に
災
害
時
に
お
け

る
各
官
公
庁
の
役
割
を
訓

練
展
示
し
て
、
防
災
に
対

す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
立
川
防
災
航
空
祭

は
11
月
23
日
（
木
）
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
「
立
川
ま
つ
り
花

火
大
会
」
や
「
箱
根
駅
伝

予
選
会
」
及
び
「
立
川
シ

テ
ィ
ー
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
の
周
辺
自
治
体
・
団

体
に
対
す
る
協
力
を
積
極

的
に
実
施
し
て
、
地
域
の

皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

立
川
駐
屯
地
は
今
年
の

５
月
に
創
立
44
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

駐
屯
地
司
令

佐
野
１
等

陸
佐
を
核
心
と
し
て
「
機

能
発
揮
し
、
信
頼
さ
れ
る

駐
屯
地
」
と
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

立
川
駐
屯
地
広
報
室
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駐
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毎
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「
立
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に
災
害
時
に
お
け

る
各
官
公
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防
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に
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は
11
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日
（
木
）
を
予

定
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す
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に
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、
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に
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し
ん
で
い
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だ
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る
よ
う
に
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す
。
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屯
地
は
今
年
の
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月
に
創
立
44
周
年
を
迎

え
ま
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た
。
こ
れ
か
ら
も

駐
屯
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令

佐
野
１
等

陸
佐
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核
心
と
し
て
「
機

能
発
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し
、
信
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る

駐
屯
地
」
と
な
れ
る
よ
う

努
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す
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地
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立川駐屯地立川駐屯地

防 災 航 空 祭防 災 航 空 祭

箱根駅伝予選会箱根駅伝予選会

警察との共同訓練警察との共同訓練

訓
練
検
閲

訓
練
検
閲

逆襲戦闘する第１戦車大隊逆襲戦闘する第１戦車大隊

師団長と記念撮影する繁田２曹
（右）と塩見３曹（左）
師団長と記念撮影する繁田２曹
（右）と塩見３曹（左）

射
撃
総
合
２
位

射
撃
総
合
２
位

１普連本部管理中隊の
パフォーマンス

１普連本部管理中隊の
パフォーマンス

納
涼
祭

納
涼
祭

師団ＦＢ

ＱＲコード

師団ＦＢ

ＱＲコード

自
衛
隊
ラ
ッ
パ
が

大
好
評
！

自
衛
隊
ラ
ッ
パ
が

大
好
評
！

出
前
授
業
？
！

好
評
実
施
中

出
前
授
業
？
！

好
評
実
施
中

偵察用オートバイで記念撮影偵察用オートバイで記念撮影

「業あり先生」の講義「業あり先生」の講義

地本Twitter

ＱＲコード

地本Twitter

ＱＲコード

・10/8 自衛隊車両体験搭乗（朝霞・広報センタ）

・11/3 入間航空祭（埼玉県・入間基地）

・11/4～5 オータムフェア（朝霞・広報センタ）

・11/17～18 自衛隊音楽まつり（日本武道館）

・12/1 第1音楽隊演奏会（練馬区光ヶ丘ＩＭＡ）

・12/16 ウィンターコンサート（朝霞・広報セン）

・12/23 クリスマスコンサート（同上）

・12/24 年末特別感謝イベント（同上）

・11/2 入間

・11中旬 東新宿

・12上旬 横須賀

・12中旬 市ヶ谷・三宿

・10/8 自衛隊車両体験搭乗（朝霞・広報センタ）

・11/3 入間航空祭（埼玉県・入間基地）

・11/4～5 オータムフェア（朝霞・広報センタ）

・11/17～18 自衛隊音楽まつり（日本武道館）

・12/1 第1音楽隊演奏会（練馬区光ヶ丘ＩＭＡ）

・12/16 ウィンターコンサート（朝霞・広報セン）

・12/23 クリスマスコンサート（同上）

・12/24 年末特別感謝イベント（同上）

・11/2 入間

・11中旬 東新宿

・12上旬 横須賀

・12中旬 市ヶ谷・三宿

自衛隊イベント情報自衛隊イベント情報

自衛隊オフィスツアー自衛隊オフィスツアー
青字は第1師

団広報班、赤

字は地本広報

室からの情報

提供です。

青字は第1師

団広報班、赤

字は地本広報

室からの情報

提供です。



日
頃
は
東
京
都
防
衛
協

会
は
じ
め
、
各
支
部
の
皆

様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の

度
は
我
が
目
黒
区
防
衛
協

会
紹
介
の
機
会
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。私

達
目
黒
区
防
衛
協
会

は
、
平
成
26
年
３
月
に
東

京
23
区
内
の
防
衛
協
会
と

し
て
は
、
平
成
18
年
以
来

８
年
ぶ
り
に
設
立
を
し
た
、

ま
だ
新
し
い
歴
史
の
防
衛

協
会
で
す
。

我
が
目
黒
区
に
は
自
衛

隊
目
黒
基
地
、
三
宿
駐
屯

地
の
一
部
が
所
在
し
、
各

基
地
は
勿
論
、
東
京
地
本

五
反
田
募
集
連
絡
所
と
も

緊
密
な
協
力
関
係
を
保
ち
、

日
々
「
国
民
の
防
衛
意
識

の
高
揚
」
と
「
自
衛
隊
に

対
す
る
支
援
・
協
力
」
を

目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
季
節
行
事
で
あ

る
夏
の
商
工
祭
り
、
秋
の

め
ぐ
ろ
の
Ｓ
Ｕ
Ｎ
祭
り
に

は
、
自
衛
隊
の
広
報
ブ
ー

ス
を
支
援
し
、
三
宿
駐
屯

地
で
開
催
さ
れ
る
盆
踊
り

や
観
桜
会
と
い
っ
た
各
種

行
事
に
も
お
声
掛
け
を
頂

き
参
加
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

毎
年
の
総
会
・
時
局
講

演
会
で
は
、
一
般
の
招
待

客
を
公
募
し
て
実
施
し
、

若
宮
け
ん
じ
前
防
衛
副
大

臣
に
も
顧
問
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
会
勢
拡
大

を
常
に
意
識
し
て
活
動
中

で
す
。会

長

小
野
瀬
康
裕

日
の
出
町
防
衛
協
会
は
、

平
成
16
年
10
月
設
立
し
ま

し
た
。
西
多
摩
地
域
で
は

最
も
遅
れ
て
発
足
し
、
東

京
都
防
衛
協
会
傘
下
で
は
、

30
番
目
の
発
足
で
す
。

事
業
年
度
・
会
計
年
度

共
に
、
設
立
の
月
に
合
わ

せ
、
通
常
の
年
度
と
異
な

り
10
月
１
日
か
ら
翌
年
の

９
月
30
日
ま
で
と
し
て
会

務
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
方
針
は
、
防
衛
省

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
駐

屯
地
、
基
地
及
び
部
隊
等

が
実
施
す
る
周
年
記
念
行

事
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

激
励
・
支
援
し
相
互
の
協

力
体
制
の
強
化
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

町
が
実
施
す
る
総
合
防

災
訓
練
等
の
事
業
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
自
衛
隊

の
協
力
を
仰
ぎ
、
自
衛
隊

並
び
に
防
衛
協
会
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
協

会
独
自
の
企
画
で
は
、
バ

ス
で
行
く
自
衛
隊
施
設
見

学
研
修
会
の
実
施
を
年
１

回
、
発
足
以
来
続
け
て
い

ま
す
。

本
年
は
、
東
京
地
本
・

福
生
募
集
案
内
所
の
協
力

を
得
て
、
６
月
16
日
に
陸

上
自
衛
隊
習
志
野
駐
屯
地

を
会
員
33
人
の
参
加
で
訪

ね
ま
し
た
。
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
の
４
時

間
に
わ
た
る
研
修
を
実
施

し
、
駐
屯
地
の
歴
史
、
明

治
か
ら
現
在
ま
で
の
移
り

変
わ
り
を
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
昼

食
は
隊
食
を
体
験
し
大
変

好
評
で
、
大
満
足
の
１
日

研
修
で
し
た
。

会
長

嶋
﨑

明

当
協
会
は
設
立
２
年
半

を
経
過
し
た
ば
か
り
の
若

い
組
織
で
す
が
、
会
員
数

は
当
初
41
名
で
発
足
し
８

月
現
在
53
名
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。

会
員
増
強
に
あ
た
っ
て

は
商
工
会
議
所
や
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
等
の
財
界
人

を
中
心
と
し
た
人
脈
を
活

か
し
募
集
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
各
企
業
共
規
律
正

し
く
各
種
資
格
を
保
有
す

る
自
衛
隊
退
職
者
の
採
用

に
は
非
常
に
前
向
き
な
の

で
す
。

５
月
に
は
東
京
都
王
子

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
卓
話

に
て
東
京
地
域
協
力
本
部

北
地
域
事
務
所
長
に
自
衛

隊
や
地
域
本
部
の
役
割
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
更
に
大
規
模

自
然
災
害
に
対
処
す
る
た

め
行
政
・
自
衛
隊
と
の
連

携
を
推
進
し
て
い
る
一
環

と
し
て
、
６
月
に
は
北
区

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主

催
：
東
京
都
隊
友
会
北
区

支
部
）
に
協
賛
し
、
北
区

危
機
管
理
室
長
、
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
荒

川
下
流
河
川
事
務
所
防
災

企
画
室
長
、
陸
上
自
衛
隊

第
１
普
通
科
連
隊
第
２
中

隊
長
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容

を
更
に
充
実
さ
せ
、
会
を

発
展
さ
せ
て
い
く
所
存
で

あ
り
ま
す
。

会
長

小
俣
雅
宏

本
年
度
は
、
第
１
師
団

創
立
55
周
年
・
練
馬
駐
屯

地
創
立
66
周
年
記
念
事
業

を
は
じ
め
幾
つ
か
の
事
業

に
会
員
、
家
族
等
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。

特
に
年
間
例
会
の
一
環
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
富
士
総
合
火
力

演
習
で
は
、
初
め
て
参
加

す
る
会
員
と
と
も
に
改
め

て
そ
の
火
力
の
威
力
を
実

感
し
、
現
在
の
我
が
国
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境

に
於
い
て
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
再
認
識
致
し
ま

し
た
。

「
我
が
国
の
平
和
と
独

立
を
守
り
、
国
の
安
全
を

保
つ
こ
と
」
を
使
命
と
し

て
昼
夜
を
分
か
た
ず
職
務

に
精
励
す
る
自
衛
隊
の
存

在
は
大
変
心
強
い
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
国
民
も
自

ら
危
機
感
を
持
ち
災
害
等

有
事
に
対
応
す
る
準
備
を

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

当
協
会
で
は
今
後
、
公

開
講
演
会
の
実
施
、
市
内

に
あ
る
自
衛
官
募
集
の
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
拡
大
な
ど
、

市
民
に
対
し
て
の
事
業
も

実
施
し
防
衛
意
識
の
育
成

強
化
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
を
支
援
・
協

力
し
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
頃
の
稼
働
に
於
い
て
、

東
京
都
防
衛
協
会
澤
山
理

事
長
を
始
め
と
す
る
理
事
・

役
員
の
皆
様
よ
り
ご
助
言
・

ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

事
務
局
長

都
築

完

日
頃
は
東
京
都
防
衛
協

会
は
じ
め
、
各
支
部
の
皆

様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の

度
は
我
が
目
黒
区
防
衛
協

会
紹
介
の
機
会
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。私

達
目
黒
区
防
衛
協
会

は
、
平
成
26
年
３
月
に
東

京
23
区
内
の
防
衛
協
会
と

し
て
は
、
平
成
18
年
以
来

８
年
ぶ
り
に
設
立
を
し
た
、

ま
だ
新
し
い
歴
史
の
防
衛

協
会
で
す
。

我
が
目
黒
区
に
は
自
衛

隊
目
黒
基
地
、
三
宿
駐
屯

地
の
一
部
が
所
在
し
、
各

基
地
は
勿
論
、
東
京
地
本

五
反
田
募
集
連
絡
所
と
も

緊
密
な
協
力
関
係
を
保
ち
、

日
々
「
国
民
の
防
衛
意
識

の
高
揚
」
と
「
自
衛
隊
に

対
す
る
支
援
・
協
力
」
を

目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
季
節
行
事
で
あ

る
夏
の
商
工
祭
り
、
秋
の

め
ぐ
ろ
の
Ｓ
Ｕ
Ｎ
祭
り
に

は
、
自
衛
隊
の
広
報
ブ
ー

ス
を
支
援
し
、
三
宿
駐
屯

地
で
開
催
さ
れ
る
盆
踊
り

や
観
桜
会
と
い
っ
た
各
種

行
事
に
も
お
声
掛
け
を
頂

き
参
加
を
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

毎
年
の
総
会
・
時
局
講

演
会
で
は
、
一
般
の
招
待

客
を
公
募
し
て
実
施
し
、

若
宮
け
ん
じ
前
防
衛
副
大

臣
に
も
顧
問
と
し
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
会
勢
拡
大

を
常
に
意
識
し
て
活
動
中

で
す
。会

長

小
野
瀬
康
裕

日
の
出
町
防
衛
協
会
は
、

平
成
16
年
10
月
設
立
し
ま

し
た
。
西
多
摩
地
域
で
は

最
も
遅
れ
て
発
足
し
、
東

京
都
防
衛
協
会
傘
下
で
は
、

30
番
目
の
発
足
で
す
。

事
業
年
度
・
会
計
年
度

共
に
、
設
立
の
月
に
合
わ

せ
、
通
常
の
年
度
と
異
な

り
10
月
１
日
か
ら
翌
年
の

９
月
30
日
ま
で
と
し
て
会

務
が
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
方
針
は
、
防
衛
省

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
駐

屯
地
、
基
地
及
び
部
隊
等

が
実
施
す
る
周
年
記
念
行

事
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、

激
励
・
支
援
し
相
互
の
協

力
体
制
の
強
化
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

町
が
実
施
す
る
総
合
防

災
訓
練
等
の
事
業
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
自
衛
隊

の
協
力
を
仰
ぎ
、
自
衛
隊

並
び
に
防
衛
協
会
の
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
協

会
独
自
の
企
画
で
は
、
バ

ス
で
行
く
自
衛
隊
施
設
見

学
研
修
会
の
実
施
を
年
１

回
、
発
足
以
来
続
け
て
い

ま
す
。

本
年
は
、
東
京
地
本
・

福
生
募
集
案
内
所
の
協
力

を
得
て
、
６
月
16
日
に
陸

上
自
衛
隊
習
志
野
駐
屯
地

を
会
員
33
人
の
参
加
で
訪

ね
ま
し
た
。
午
前
10
時
か

ら
午
後
２
時
ま
で
の
４
時

間
に
わ
た
る
研
修
を
実
施

し
、
駐
屯
地
の
歴
史
、
明

治
か
ら
現
在
ま
で
の
移
り

変
わ
り
を
丁
寧
に
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
昼

食
は
隊
食
を
体
験
し
大
変

好
評
で
、
大
満
足
の
１
日

研
修
で
し
た
。

会
長

嶋
﨑

明

当
協
会
は
設
立
２
年
半

を
経
過
し
た
ば
か
り
の
若

い
組
織
で
す
が
、
会
員
数

は
当
初
41
名
で
発
足
し
８

月
現
在
53
名
ま
で
増
加
し

ま
し
た
。

会
員
増
強
に
あ
た
っ
て

は
商
工
会
議
所
や
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
等
の
財
界
人

を
中
心
と
し
た
人
脈
を
活

か
し
募
集
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
各
企
業
共
規
律
正

し
く
各
種
資
格
を
保
有
す

る
自
衛
隊
退
職
者
の
採
用

に
は
非
常
に
前
向
き
な
の

で
す
。

５
月
に
は
東
京
都
王
子

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
卓
話

に
て
東
京
地
域
協
力
本
部

北
地
域
事
務
所
長
に
自
衛

隊
や
地
域
本
部
の
役
割
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
更
に
大
規
模

自
然
災
害
に
対
処
す
る
た

め
行
政
・
自
衛
隊
と
の
連

携
を
推
進
し
て
い
る
一
環

と
し
て
、
６
月
に
は
北
区

防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主

催
：
東
京
都
隊
友
会
北
区

支
部
）
に
協
賛
し
、
北
区

危
機
管
理
室
長
、
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
荒

川
下
流
河
川
事
務
所
防
災

企
画
室
長
、
陸
上
自
衛
隊

第
１
普
通
科
連
隊
第
２
中

隊
長
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
活
動
内
容

を
更
に
充
実
さ
せ
、
会
を

発
展
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せ
て
い
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所
存
で

あ
り
ま
す
。
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す
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ま
し
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富
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総
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火
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演
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で
は
、
初
め
て
参
加

す
る
会
員
と
と
も
に
改
め

て
そ
の
火
力
の
威
力
を
実

感
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、
現
在
の
我
が
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を

取
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く
安
全
保
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境

に
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は
必
要
不
可
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で
あ
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と
再
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が
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の
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を
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り
、
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の
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を
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と
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使
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と
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ず
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は
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も
の
で

あ
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が
、
国
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も
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ら
危
機
感
を
持
ち
災
害
等

有
事
に
対
応
す
る
準
備
を

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

当
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で
は
今
後
、
公
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演
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、
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に
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に
、
自
衛
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協
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し
て
参
り
ま
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後
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
頃
の
稼
働
に
於
い
て
、

東
京
都
防
衛
協
会
澤
山
理

事
長
を
始
め
と
す
る
理
事
・

役
員
の
皆
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よ
り
ご
助
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・

ご
協
力
を
賜
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感
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、
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ご
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完
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羽
村
市
は
、
人
口
５
万

６
千
人
、
東
京
都
に
あ
る

26
市
の
う
ち
一
番
人
口
の

少
な
い
市
で
、
玉
川
上
水

の
多
摩
川
か
ら
の
取
水
口

の
あ
る
市
で
す
。

羽
村
市
防
衛
協
会
は
、

本
年
創
立
50
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
数
は
、
４
百
名
。
永

年
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る

高
齢
会
員
が
主
で
す
が
、

青
年
部
を
中
心
に
若
返
り

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
羽
村
市

担
当
の
陸
上
自
衛
隊
第
１

師
団
第
１
施
設
大
隊
と
の

メ
ー
ル
配
信
の
訓
練
も
行
っ

て
い
ま
す
。
横
田
基
地
の

一
部
が
当
市
に
所
在
す
る

た
め
、
航
空
自
衛
隊
横
田

基
地
と
も
密
接
な
関
係
を

保
つ
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

当
会
の
行
う
各
種
事
業

は
全
会
員
に
案
内
を
配
布

し
、
誰
で
も
参
加
で
き
る

よ
う
図
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
納
涼
会
や
忘
年
会
で

は
、
大
い
に
ノ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
力
で
会
員
相
互

の
絆
を
高
め
て
い
ま
す
。

最
近
行
わ
れ
た
事
業
で

は
、
８
月
24
日
の
富
士
火

力
演
習
予
行
見
学
が
あ
り

ま
し
た
。
バ
ス
一
台
に
40

名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

車
内
で
は
16
式
機
動
戦

闘
車
等
の
最
新
装
備
の
事

前
学
習
を
行
い
、
見
学
後

に
は
忍
野
八
海
で
食
事
と

散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
後
は
、
産
業
祭
に
お

い
て
の
制
服
自
衛
官
と
共

に
行
う
Ｐ
Ｒ
・
募
集
業
務

を
中
心
に
、
今
ま
で
以
上

に
東
京
地
本
と
連
携
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
規
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る

な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
な
組
織

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

会
長

濱
中
俊
男
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、
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24
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富
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予
行
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40

名
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今
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濱
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私
の
自
衛
隊
に
対
す
る

想
い
の
原
点
は
、
中
学
一

年
生
の
時
の
経
験
に
あ
り

ま
す
。
私
は
昭
和
36
年
瀬

戸
内
海
の
小
豆
島
で
生
ま

れ
、
高
校
卒
業
ま
で
の
18

年
間
を
島
で
過
ご
し
ま
し

た
。
そ
の
間
に
島
は
二
度

の
台
風
に
よ
る
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に

無
防
備
で
あ
っ
た
最
初
の

時
は
、
人
的
被
害
も
大
き

く
、
町
が
受
け
た
ダ
メ
ー

ジ
は
壊
滅
的
な
も
の
で
し

た
。時

は
昭
和
49
年
７
月
６

日
。
午
後
か
ら
降
り
続
い

て
い
た
台
風
８
号
に
よ
る

雨
は
夜
半
よ
り
豪
雨
と
な

り
島
の
あ
ち
こ
ち
で
鉄
砲

水
と
な
っ
て
民
家
に
押
し

よ
せ
た
の
で
す
。
中
で
も

山
あ
い
の
傾
斜
地
に
あ
る

小
さ
な
集
落
で
は
、
避
難

す
る
間
も
な
く
多
く
の
人

が
土
砂
に
の
ま
れ
て
い
き

ま
し
た
。

行
方
不
明
者
29
人
、
負
傷

者
多
数
、
町
の
家
屋
の
多

く
が
倒
壊
も
し
く
は
床
上

浸
水
と
い
う
絶
望
的
な
状

況
の
な
か
、
翌
朝
に
は
自

衛
隊
第
一
次
派
遣
隊
が
到

着
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、

炎
天
下
、
物
資
を
運
び
、

生
存
者
を
救
出
し
、
行
方

不
明
者
を
懸
命
に
捜
索
し

て
く
れ
ま
し
た
。

跡
形
も
な
く
流
さ
れ
た
家

の
住
民
を
捜
索
す
る
の
は

大
変
な
作
業
で
す
。
自
衛

隊
を
中
心
と
す
る
捜
索
隊

は
行
方
不
明
者
29
人
を
全

員
見
つ
け
だ
し
、
そ
の
ご

遺
体
を
家
族
の
元
へ
届
け

て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
の

中
に
は
、
私
と
同
級
生
の

女
の
子
二
人
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
40
余
年
。
当

時
の
自
衛
官
の
皆
さ
ん
の

多
く
は
既
に
退
官
し
て
お

ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

元
島
民
の
一
人
と
し
て
、

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
、

心
を
込
め
て
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
、
自
衛
隊
！
」

千
代
田
・
中
央
防
衛
協
会

会
員

秋
田
耕
治
郎
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杉
並
区
は
武
蔵
野
台
地

の
上
に
位
置
し
人
口
は
56

万
４
千
人
、
面
積
は
約
34

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
23

区
中
８
番
目
の
広
さ
が
あ

り
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
住

宅
都
市
と
し
て
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
昔
か
ら
文
化

人
が
多
く
住
ん
で
い
た
町

な
の
で
多
く
の
歴
史
と
遺

産
が
あ
り
ま
す
が
、
紙
面

の
関
係
で
簡
単
に
紹
介
い

た
し
ま
す
。

有

名

な
イ

ベ

ン

ト

に

「
高
円
寺
の
阿
波
お
ど
り
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
昭

和
32
年
に
地
元
商
店
街
の

青
年
部
が
氷
川
神
社
の
奉

納
行
事
と
し
て
「
高
円
寺

ば
か
踊
り
」
の
名
称
で
始

ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
東

京
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
、
毎
年
延
べ
１
万
人
以

上
の
踊
り
手
達
が
百
万
人

以
上
の
観
客
の
中
、
見
事

な
踊
り
を
披
露
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
杉
並
と
言
え
ば

荻
窪
ラ
ー
メ
ン
で
「
丸
長
」

（
１
９
４
８
年
創
業
）
と

「
春
木
屋
」
（
１
９
４
９

年
創
業
）
が
有
名
で
す
。

荻
窪
ラ
ー
メ
ン
の
ル
ー

ツ
は
荻
窪
駅
南
口
に
あ
る

「
丸
長
」
と
い
う
ラ
ー
メ

ン
屋
で
す
。
ラ
ー
メ
ン
の

ス
ー
プ
に
鰹
節
を
初
め
て

使
用
し
、
自
家
製
麺
、
手

塩
に
か
け
澄
ん
だ
コ
ク
の

あ
る
ス
ー
プ
が
特
徴
で
、

こ
の
「
丸
長
」
か
ら
「
丸

信
」

、

「

栄
龍
軒
」

、

「
大
勝
軒
」
な
ど
が
の
れ

ん
分
け
し
て
丸
長
グ
ル
ー

プ
と
し
て
発
展
し
、
東
池

袋
で
つ
け
麺
で
有
名
な
山

岸
氏
も
、
代
々
木
上
原
の

「
大
勝
軒
」
か
ら
の
れ
ん

分
け
し
た
丸
長
グ
ル
ー
プ

で
す
。

一
方
の
「
春
木
屋
」
の

特
徴
は
煮
干
し
と
数
種
類

の
野
菜
、
さ
ら
に
豚
ガ
ラ

と
鶏
ガ
ラ
を
用
い
て
煮
込

ん
だ
ス
ー
プ
で
す
。
ど
ち

ら
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
お

い
し
い
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。会

長

川
元
賢
一
郎
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杉

並

区

杉

並

区
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
と
は
、

東
洋
の
禅
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
瞑

想
法
で
、
呼
吸
や
身
体
に
意
識

を
向
け
る
こ
と
で
と
ら
わ
れ
や

思
い
込
み
か
ら
心
を
解
放
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
グ
ー
グ

ル
や
ナ
イ
キ
、
そ
し
て
イ
ン
テ

ル
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業

が
、
社
員
の
集
中
力
や
創
造
性

の
向
上
を
目
的
に
取
り
入
れ
た

こ
と
が
有
名
で
す
。
瞑
想
と
い

う
と
な
ん
と
な
く
、
う
さ
ん
臭

い
感
じ
を
受
け
る
方
も
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
は
禅
か
ら
宗
教
的
要
素
を

取
り
除
き
、
さ
ら
に
欧
米
で
の

膨
大
な
研
究
に
よ
っ
て
実
証
さ

れ
た
科
学
的
な
手
法
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
効
果

は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
一
言
で

説
明
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す

が
、
あ
え
て
簡
単
に
い
う
と
、

思
い
込
み
が
減
る
、
集
中
力
が

増
す
、
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

難
し
い
話
は
さ
て
お
き
、
実

際
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
体

験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
深
く
イ
ス
に
腰
か
け
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。
背
筋
を

す
っ
と
伸
ば
し
た
イ
メ
ー
ジ
で

す
わ
り
ま
す
。
軽
く
目
を
閉
じ

て
呼
吸
に
意
識
を
向
け
ま
す
。

鼻
の
穴
を
通
る
空
気
の
流
れ
を

感
じ
て
も
い
い
し
、
呼
吸
に
合

わ
せ
て
動
く
お
腹
や
胸
の
動
き

を
感
じ
て
も
い
い
で
す
よ
。

呼
吸
に
意
識
を
向
け
て
い
て

も
、
ふ
と
気
付
く
と
ほ
か
の
事

を
考
え
て
い
た
り
、
呼
吸
の
こ

と
を
忘
れ
て
い
た
り
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、

も
う
一
度
呼
吸
に
意
識
を
戻
し

て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
は

「
正
し
い
や
り
方
」
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
難
し
く
考
え
ず
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
た
だ
呼
吸
を

感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
う
ま

く
や
ろ
う
」
と
か
「
ど
う
す
べ

き
か
」
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ

れ
ず
、
た
だ
あ
り
の
ま
ま
に
呼

吸
を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
物
事
へ

の
と
ら
わ
れ
や
思
い
込
み
を
防

ぎ
、
あ
り
の
ま
ま
に
目
を
向
け

る
姿
勢
を
育
て
る
の
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
普
段

無
意
識
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に

あ
え
て
意
識
を
向
け
る
こ
と
で

体
験
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
食

事
の
と
き
に
、
ゆ
っ
く
り
よ
く

噛
ん
で
味
わ
う
こ
と
を
意
識
す

れ
ば
、
そ
れ
も
立
派
な
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
で
す
。
忙
し
い
現

代
社
会
で
す
が
、
無
意
識
に
食

事
を
か
き
込
む
の
で
は
な
く
、

時
に
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
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心
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床
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教
的
要
素
を

取
り
除
き
、
さ
ら
に
欧
米
で
の

膨
大
な
研
究
に
よ
っ
て
実
証
さ

れ
た
科
学
的
な
手
法
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
効
果

は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
一
言
で

説
明
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す

が
、
あ
え
て
簡
単
に
い
う
と
、

思
い
込
み
が
減
る
、
集
中
力
が

増
す
、
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な
る

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

難
し
い
話
は
さ
て
お
き
、
実

際
に
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
体

験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
深
く
イ
ス
に
腰
か
け
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
す
。
背
筋
を

す
っ
と
伸
ば
し
た
イ
メ
ー
ジ
で

す
わ
り
ま
す
。
軽
く
目
を
閉
じ

て
呼
吸
に
意
識
を
向
け
ま
す
。

鼻
の
穴
を
通
る
空
気
の
流
れ
を

感
じ
て
も
い
い
し
、
呼
吸
に
合

わ
せ
て
動
く
お
腹
や
胸
の
動
き

を
感
じ
て
も
い
い
で
す
よ
。

呼
吸
に
意
識
を
向
け
て
い
て

も
、
ふ
と
気
付
く
と
ほ
か
の
事

を
考
え
て
い
た
り
、
呼
吸
の
こ

と
を
忘
れ
て
い
た
り
す
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、

も
う
一
度
呼
吸
に
意
識
を
戻
し

て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
は

「
正
し
い
や
り
方
」
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
難
し
く
考
え
ず
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
、
た
だ
呼
吸
を

感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
う
ま

く
や
ろ
う
」
と
か
「
ど
う
す
べ

き
か
」
と
い
う
考
え
に
と
ら
わ

れ
ず
、
た
だ
あ
り
の
ま
ま
に
呼

吸
を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
物
事
へ

の
と
ら
わ
れ
や
思
い
込
み
を
防

ぎ
、
あ
り
の
ま
ま
に
目
を
向
け

る
姿
勢
を
育
て
る
の
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
は
こ
の
よ
う
に
、
普
段

無
意
識
に
行
っ
て
い
る
こ
と
に

あ
え
て
意
識
を
向
け
る
こ
と
で

体
験
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
食

事
の
と
き
に
、
ゆ
っ
く
り
よ
く

噛
ん
で
味
わ
う
こ
と
を
意
識
す

れ
ば
、
そ
れ
も
立
派
な
マ
イ
ン

ド
フ
ル
ネ
ス
で
す
。
忙
し
い
現

代
社
会
で
す
が
、
無
意
識
に
食

事
を
か
き
込
む
の
で
は
な
く
、

時
に
は
ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け

て
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
教
育
部

心
理
教
官
（
臨
床
心
理
士
）

藤
原
俊
通

今
夏
、
東
京
は
も
と
よ

り
全
国
各
地
で
猛
暑
と
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
こ
の
時

期
、
今
月
号
は
第
３
面
に
、

「
あ
り
が
と
う
、
自
衛
隊
！
」

と
題
す
る
会
員
の
投
稿
記

事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

わ
が
国
周
辺
の
厳
し
い

情
勢
に
対
処
し
つ
つ
、
台

風
豪
雨
災
害
等
の
救
助
活

動
に
ま
い
進
す
る
自
衛
隊

の
皆
様
の
活
躍
に
心
か
ら

感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
応
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）
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ま
し
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災
害
等
の
救
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ま
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す
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衛
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援
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思
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ま
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。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

久しぶりにハワイに行ってきま

した。パールハーバーといえばア

リゾナが有名ですが、１９９９年

にミズーリも加わり、２枚看板に

なりました。開戦のシンボルであ

り苦い歴史のシンボルであるアリ

ゾナ、終戦のシンボルであり勝利

のシンボルであるミズーリ、この

両者を対比する形で展示していま

す。いかにもアメリカらしい凝っ

た演出です。

ミズーリの右舷艦尾付近に小さ

な凹みがあります。これは日本の

特攻隊員が体当たりした跡なので

す。航空機と隊員の下半身は海に

落ち、上半身だけが甲板上に残っ

ていました。ミズーリの乗組員が

海に掃き捨てようとしたところ、

キャラハン艦長が「戦死したらも

はや敵ではない。丁重に取り扱い

なさい」との命令を出し、水葬す

ることになりました。遺体を棺に

入れ、日本の国旗を棺に巻いて、

いわゆる米海軍方式で葬儀が行わ

れ、弔砲５発全乗組員が敬礼して

大海原に手厚く葬られました。棺

に巻いた日の丸の旗は赤と白の布

地を調達して水兵たちが手縫いを

したそうです。敵と味方に分かれ

て熾烈な戦いをしている時でも軍

人としての心は相通じるものがあ

るのですね。それにしても、なぜ

凹みを修理しなかったのでしょう。

実は、日本の特攻隊員の任務のた

めには死をも恐れない勇敢な精神

を兵隊たちに教育するためにわざ

と残していたそうです。

ミズーリは湾岸戦争まで活躍し

ました。現在、展示されています

が、コンクリートで固定されてい

ません。今後、もしもの時には改

修して使うのではないかと思いま

した。戦艦大和と同じように、米

海軍にとってミズーリはシンボル

なのでしょう。

ハワイには毎日約５０００人の

日本人がやって来るそうです。観

光、ショッピングなど若い人達に

とって楽しいことがたくさんあり

ますが、少しだけ時間を割いて戦

史にも目を向けてくれたらいいな、

と思った次第です。

常任理事 湖﨑 隆
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春木屋の中華そば春木屋の中華そば

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
紹
介

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
紹
介

楽しい健康教室！楽しい健康教室！

平成２９年度自衛隊音楽まつりについ
て ご案内します。

１ 日 時

・第１回公演（11/16(木）1400～1550）

・第２回公演（11/16(木) 1900～2050）

・第３回公演（11/17(金) 1400～1550）

・第４回公演（11/18(土) 1400～1550）

・第５回公演（11/18(土) 1800～1950）

２ 場 所：日本武道館

３ 申し込み要領

（１）ハガキでお申し込みください。

（２）宛先：東京都防衛協会 事務局

※ 住所は会報の１面に記載

（３）裏面に記載する事項

〇 希望する公演（第２希望まで）

（例：第１希望 第２回公演、

第２希望 第３回公演）

〇 希望するチケット枚数

個人会員１枚、法人会員は２枚

までとさせていただきます。

〇 申し込み者の住所・氏名・連絡先

（個人、法人を明記して下さい）

（４）締め切り：１０月２０日(金)

※ 希望者多数の場合は抽選とさせていた

だきますのでご了承ください。

細部は東京都防衛協会ＨＰをご覧くだ

さい。（ＨＰアドレスは会報の１面に記載）
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高円寺の阿波おどり高円寺の阿波おどり

編
集
後
記

編
集
後
記

特別会員の皆様へお知らせ！特別会員の皆様へお知らせ！ 東
京
都
防
衛
協
会
青
年
部

会
は
６
月
20
日
、
会
員
24
名

の
参
加
を
得
て
、
陸
上
自
衛

隊
土
浦
駐
屯
地
と
予
科
練
平

和
記
念
館
を
研
修
し
ま
し
た
。

土
浦
駐
屯
地
は
先
の
戦
争

で
“
海
軍
土
浦
航
空
隊
”
が

在
っ
た
所
、
現
在
は
武
器
学

校
と
雄
翔
館
が
所
在
し
、
隣

に
は
予
科
練
平
和
記
念
館
が

あ
り
ま
す
。

武
器
学
校
で
は
火
縄
銃
か

ら
始
ま
っ
て
歴
史
ご
と
に
ま

と
め
ら
れ
た
武
器
が
、
自
衛

隊
で
使
わ
れ
た
武
器
と
と
も

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

併
せ
て
海
外
の
武
器
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

予
科
練
平
和
記
念
館
で
は
、

予
科
練
生
徒
の
生
活
、
そ
し

て
最
後
は
悲
惨
な
特
攻
へ
と

歴
史
の
流
れ
を
追
っ
て
ゆ
き

ま
す
。

雄
翔
館
は
、
予
科
練
出
身

者
や
予
科
練
関
係
者
の
遺
書

や
手
紙
・
遺
品
が
展
示
さ
れ

て
お
り
、
現
在
の
平
穏
無
事

な
我
々
の
生
活
が
こ
の
人
達

の
お
か
げ
で
あ
る
と

改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

今
回
の
研
修
で
は
予
科
練

平
和
記
念
館
と
土
浦
武
器
駐

屯
地
総
務
部
広
報
援
護
班
に

大
変
お
世
話
に
成
り
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
長

小
山
茂
夫
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に
成
り
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有
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う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
長

小
山
茂
夫

陸
自
・
土
浦
駐
屯
地
研
修

陸
自
・
土
浦
駐
屯
地
研
修小火器の説明を聞く会員小火器の説明を聞く会員

ゼロ戦の前で記念撮影ゼロ戦の前で記念撮影


